
　アレルギーとは、外部から異物が侵入してきた際におこる過剰な

反応のひとつです。抗がん剤に限らず薬剤はすべて体にとっては異

物になるため、アレルギーは常におこりえると言ってよいでしょう。

特に抗がん剤の中にはアレルギーをおこしやすいものもあるため、

抗ヒスタミン薬やステロイド薬、解熱鎮痛剤などでアレルギー反応

をあらかじめ予防しながら抗がん剤治療を行うこともあります。ま

た、点滴治療であれば最初は速度をゆっくりして、状態をみながら

投与することもあります。

　食事や薬剤でアレルギー反応がみられた方、血縁関係の方に強い

アレルギー反応が現れた方は、より注意して行う必要があります。

なお、セツキシマブ（商品名アービタックス）に関しては、赤肉（牛

肉等）に対するアレルギー歴やマダニ咬傷歴のある場合は、より注意

して行う必要があると言われておりますので、このような方は主治

医にご相談ください。� （大山高廣）

 

アレルギー体質ですが
抗がん剤治療は
大丈夫ですか？
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第 2 章　抗がん剤の副作用とその対応 過敏性反応


